	[image: C:\Users\tyouken\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\127-05.jpg]	総 (そう) 探 (たん) 便 り
	　第４号（令和元年７月29日）
沖縄県立泡瀬特別支援学校
センター長研員　仲間　京子


[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P082-083\083-01.jpg]　みなさん、こんにちは　夏休み第２週目、いかがお過ごしでしょうか？
今回は、「課題」って何？ということで迫っていきたいと思います。ベネッセ教育総合研究所の調査（全校の高校約1000校）によると、生徒に探究学習に取り組ませる上で、一番課題を感じているのは、探究のプロセスの最初のステップである「課題の設定」（約４０％）であることがわかっています。（「VIEW21」2018年8月号より）みなさんは、「課題」をどのように捉えますか？

[image: ]１．探究と視野の広がり
　地球は、今、人間が原因で大気汚染、水質汚染など様々な課題が山積しています。これらの問題を自分事として捉え、「持続可能な社会の作りてとしての意識」をもち、普段の生活の在り方を考えられる児童生徒はどのくらいいるでしょう。自分が暮らしている沖縄県の問題は、日本の問題はどうでしょう。「探究学習」に取り組む上で、「課題」は、子供たちの興味関心の視野がどこまで広がっているかにもよるのではないかと思います（図１）。また、探究学習に取り組む中で、視野を外へと広げ、社会の一員としての意識をもてるようにすることも学校教育には求められていると思います。
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２．探究における「課題」の捉え方 
[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P078-081\081-03.jpg][image: ]　4月、辞書（goo国語辞典、Weblio辞典）で「課題」を引くと、「解決しなければならない問題」等、MUST的な、とてもやらされ感のある意味が出てきます。今、児童生徒が主体的に活動することが求められているのに、どうしたらいいのだろう…
約２か月悩みました。
[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter1\P018-021\021-06.jpg]　ある日、「”解決したい問題”って捉えればいいんじゃない！」と閃きました。そう変換することで、子供たちが前向きに取り組める気がしました。また、課題に向かうには「～したい」という”願い”、”意欲”が一番大事なのだということにも気づきました。卒業後も「自ら学び続ける」ためには、「～しなさい、～やりなさい」と周りに言われてからする「外発的動機付け」では続かないかもしれません。自分から「やりたい！」と思う「内発的動機付け」が大切です。それを引き出すにはどうすればいいのか考えていけたらと思います。

３．探究のきっかけ
　探究のきっかけとなるのは、何も環境問題のような大きな「課題」だけではありません。学習指導要領には、「日常生活や社会に目を向けた時に湧き上がってくる疑問や関心に基づき課題を見付ける」とあります。
探究のきっかけとなる興味・関心を大きく3タイプに分けて考えてみました。『困り事』、これは直に”解決すべき問題”「課題」です。他にも「不思議だな、何でだろう？」という『疑問』、「やってみたい」、「～になりたい」という『夢やチャレンジ』。図３に示す通り、これらは「～したいこと」という「願い」に変換することができます。次に、それを叶えるためには「どうやったらいいのか」という『問い』が必ず湧いてきて探究のプロセスに入っていきます。『夢』や『疑問』そのものは「課題」ではありません。「課題」と言うより、興味関心から「問い」を立てると考えたらどうでしょう。（他の様々な捉え方や考え方もありますが・・・）
　「探究」は、子供たちが、夢に向かってチャレンジしたり、疑問を解明したり、困ったことに出会ったときに解決できるようになるための、スキルや態度を身につける学習だと思います。
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チャレンジしたいな！
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何でかな～？
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困ったな～
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[image: ]４．探究の入り口
　探究に向かうには、まず自分の興味関心（図３）がどこにあるのかに「気づく」ことが大事です。それから「願い」⇒「問いを立てる」ことから情報の収集、整理・分析等へと試行錯誤を繰り返し、同じような作業を繰り返すらせん形のプロセスをたどっていきます（図４）。「気づく」にはどうする？
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感想、ご意見等ありましたら
事務室前の私の書棚までお願いします。
第2回「総探勉強会」の
お知らせ
テーマ「”問い”を立てる」
日時：7月2９日（月）
　　　午後2～3時
場所：大会議室



[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter2\P052-053\053-01.jpg]
[bookmark: _GoBack]
次号予告：「主体的・協働的な学びとは」
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